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近
年
、
動
物
と
人
間
の
関
係
を
歴
史
的
に
問
う
研
究
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ

る
。『
人
と
動
物
の
日
本
史
』
全
四
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
や
石

田

他
『
日
本
の
動
物
観 

人
と
動
物
の
関
係
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
三
年
）
な
ど
、
こ
の
テ
ー
マ
を
総
体
的
に
扱
っ
た
論
文
集
が
出
さ
れ
た
の
を

は
じ
め
、
犬
や
馬
、
ク
ジ
ラ
な
ど
個
別
の
動
物
と
人
間
と
の
関
係
を
歴
史
的
に

問
う
作
品
も
多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
研
究
が
進
む
な
か
で
、
海
外
に
は
見
ら
れ
な
い
、
日
本
独
特
の
動

物
に
ま
つ
わ
る
民
俗
・
習
慣
と
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
も
の
に
、「
動
物

慰
霊
碑
」
や
「
動
物
塚
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
。
動
物
慰
霊
碑
が
文

字
通
り
動
物
の
慰
霊
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
動
物
塚
は
も
う

少
し
幅
広
く
、
動
物
の
墓
の
よ
う
な
も
の
も
含
ん
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
こ
の
よ
う
な
動
物
を
供
養
し
た
り
慰
霊
し
た
り
す
る
習
慣
は
日
本
各
地
に

存
在
し
て
お
り
、
膨
大
な
数
の
碑
が
各
地
に
残
存
し
て
い
る
。
ま
た
現
在
で
も
、

畜
産
施
設
や
動
物
実
験
施
設
、
さ
ら
に
動
物
展
示
施
設
な
ど
に
は
、
動
物
慰
霊

碑
が
設
置
さ
れ
て
慰
霊
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
が
多
い
。

　

こ
う
し
た
動
物
慰
霊
碑
や
動
物
塚
を
検
討
し
た
研
究
も
近
年
い
く
つ
か
出
て

き
て
い
る
）
1
（

。
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
日
本
国
内
の
動
物
慰
霊
碑
や
動
物
塚
の
建

設
の
経
緯
、
そ
こ
に
ま
つ
わ
る
伝
説
な
ど
を
数
多
く
紹
介
し
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
個
別
の
碑
の
事
例
研
究
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
碑
の
背
後
に

ど
の
よ
う
な
動
物
観
が
存
在
す
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
近
代
社
会
の
な
か
で
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
だ
本
格
的
な
分

析
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
た
そ
れ
ら
の
研
究
は
日
本
の
み
を

検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
う
し
た
動
物
慰
霊
碑
は
、
日
本
の
植
民

地
と
な
っ
た
台
湾
や
朝
鮮
、
さ
ら
に
は
戦
場
と
な
っ
た
中
国
で
も
設
置
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
碑
に
つ
い
て
は
検
討
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
特
に

本
稿
で
扱
う
台
湾
に
は
、
日
本
統
治
時
代
に
、
数
多
く
の
動
物
慰
霊
碑
が
設
置

さ
れ
、
そ
れ
ら
の
う
ち
現
在
で
も
残
存
し
て
い
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す

る
。
日
本
統
治
時
代
に
建
て
ら
れ
て
い
た
石
碑
の
類
の
多
く
が
戦
後
破
壊
さ
れ

た
が
、
そ
う
し
た
な
か
で
ど
う
し
て
こ
れ
ら
の
動
物
慰
霊
碑
は
残
さ
れ
た
の
か
、

と
い
う
の
が
、
筆
者
が
こ
の
問
題
に
関
心
を
も
っ
た
出
発
点
で
あ
っ
た
。

日
本
統
治
時
代
台
湾
の
動
物
慰
霊
碑

│
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日
本
統
治
時
代
に
設
置
さ
れ
た
も
の
の
多
く
が
「
畜
魂
碑
」「
獣
魂
碑
」
と

い
う
名
で
屠
畜
施
設
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
が
こ
れ
ら
の
碑
に

つ
い
て
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
日
本
統
治
の
終
わ
っ
た
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
新

た
に
建
て
ら
れ
た
「
畜
魂
碑
」「
獣
魂
碑
」
も
か
な
り
多
く
存
在
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
従
来
の
研
究
で
日
本
独
特
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
動
物
慰
霊
碑
が
、

台
湾
で
も
広
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
の
か
。
単
純
に

そ
れ
を
日
本
の
影
響
と
捉
え
て
い
い
の
か
。
ま
た
そ
れ
が
仮
に
日
本
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
戦
後
の
台
湾
で
存
続
し
た
の
は
な
ぜ

な
の
か
。
こ
れ
ら
を
解
き
明
か
す
た
め
に
は
、
そ
の
背
後
に
あ
る
台
湾
の
動
物

観
の
変
遷
は
も
ち
ろ
ん
、
台
湾
の
生
活
環
境
や
動
物
と
の
関
係
の
あ
り
方
の
変

化
、
さ
ら
に
は
日
本
観
も
含
め
て
分
析
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
）
2
（

。

　

ま
た
筆
者
は
、
台
湾
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
で
日
本
人
が
設
置
し
た
動
物
慰

霊
碑
の
扱
わ
れ
方
に
つ
い
て
も
並
行
し
て
調
査
し
て
い
る
が
、
中
国
で
の
そ
う

し
た
慰
霊
碑
の
扱
わ
れ
方
に
は
台
湾
と
対
照
的
な
要
素
が
多
く
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
多
く
が
破
壊
さ
れ
、
慰
霊
の
風
習
は
戦
後
残
存
せ
ず
、

逆
に
そ
う
し
た
動
物
愛
護
の
痕
跡
を
日
本
に
よ
る
侵
略
の
象
徴
と
し
て
語
り
継

い
で
い
る
と
い
う
意
味
で
、
台
湾
と
は
か
な
り
対
照
的
な
扱
わ
れ
方
が
な
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
は
動
物
観
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
認
識
や
日

本
認
識
、
宗
教
観
な
ど
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
筆
者
は
ま
だ
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
韓
国
に
も
、
台
湾
同
様
獣
魂

碑
の
風
習
の
残
存
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
の
動

物
慰
霊
碑
に
つ
い
て
、
相
互
比
較
を
交
え
な
が
ら
、
総
合
的
な
考
察
を
加
え
た

い
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
台
湾
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
こ
う
し
た
動
物

慰
霊
碑
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
近
年
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
は
い

え
、
そ
れ
を
本
格
的
に
調
査
し
た
も
の
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
く
、
ど
れ
だ
け
の

慰
霊
碑
が
残
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
戦
後
新
し
く
建
て
ら
れ
た
も
の
が
ど

れ
だ
け
あ
る
の
か
、
と
い
う
基
礎
情
報
す
ら
不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
日
本
統
治
時
代
に
お
い
て
台
湾

に
設
置
さ
れ
た
動
物
慰
霊
碑
の
残
存
状
況
に
つ
い
て
の
基
礎
情
報
を
整
理
・
紹

介
し
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
次
稿
以
降
に
お
い
て
、
戦
後
に
設
置
さ
れ
た
動
物

慰
霊
碑
に
つ
い
て
の
基
礎
情
報
を
整
備
し
、
さ
ら
に
日
本
統
治
時
代
以
前
の
台

湾
に
お
け
る
動
物
祭
祀
の
状
況
や
そ
の
背
後
に
あ
る
動
物
認
識
、
さ
ら
に
は
日

本
統
治
時
代
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
台
湾
に
お
け
る
動
物
認
識
の
変
化
を
追
っ

て
い
く
、
と
い
う
手
順
で
台
湾
に
お
け
る
動
物
慰
霊
碑
と
動
物
観
を
追
っ
て
い

こ
う
と
い
う
見
通
し
を
抱
い
て
い
る
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
、
中
国
・
韓
国
な

ど
の
状
況
も
検
討
し
相
互
に
比
較
し
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
動
物
慰
霊
碑
の
総

合
的
な
検
討
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
）
3
（

。

一　

日
本
統
治
時
代
に
設
置
さ
れ
現
存
す
る
碑

（
一
）
淡
水
畜
魂
碑

　

新
北
市
淡
水
の
淡
水
区
農
会
の
経
営
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
敷
地
内

に
現
存
す
る
自
然
石
型
の
碑
。
一
九
四
三
年
五
月
に
淡
水
屠
畜
場
内
に
設
立
さ



日
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台
湾
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れ
た
も
の
で
、
同
地
に
そ
の
ま
ま
現
存
し
て
い
る
。
表
面
に
「
畜
魂
碑
」
と
大

書
さ
れ
、
裏
面
に
は
「
昭
和
一
八
年
五
月
十
五
日
淡
水
郡
警
察
課
長
神
代
文
治

書
」
と
あ
る
。
現
在
で
も
農
会
の
人
々
に
よ
っ
て
月
二
回
の
祈
祷
が
行
わ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
）
4
（

。

（
二
）
北
投
畜
魂
碑

　

台
北
市
北
投
の
大
豊
公
園
内
に
現
存
す
る
畜
魂
碑
。
一
九
三
九
年
末
以
来
、

北
投
屠
場
の
関
係
者
が
相
談
し
て
構
内
に
建
設
を
計
画
、
翌
一
九
四
〇
年
二
月

一
〇
日
に
除
幕
式
を
挙
行
し
た
）
5
（

。
碑
の
正
面
に
は
「
畜
魂
碑
」
と
書
か
れ
、
そ

の
左
下
に
「
台
北
州
衛
生
課
長
安
達
敬
智
書
」
と
あ
る
。
裏
面
に
は
「
建
立
者
」

と
し
て
台
湾
人
六
名
の
名
が
あ
り
、
末
尾
に
「
紀
元
二
千
六
百
年
新
春
」
と
書

か
れ
て
い
る
。

　

現
地
の
方
に
聞
い
た
話
に
よ
れ
ば
、
戦
後
、
屠
畜
場
が
無
く
な
っ
て
か
ら
は

長
ら
く
草
む
ら
に
埋
も
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
地
に
大
豊
公
園
の

整
備
計
画
が
立
ち
上
が
っ
た
際
に
い
っ
た
ん
撤
去
さ
れ
、
公
園
完
成
後
元
の
場

所
に
復
帰
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
現
在
は
祭
典
も
復
興
さ
れ
、
二
〇
一
六

画像１　淡水畜魂碑（2012年8月撮影）

画像２-１　北投畜魂碑（2016年8月撮影）
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年
八
月
に
筆
者
が
訪
問
し
た
際
に
、
ち
ょ
う
ど
中
元
の
祭
拝
が
行
わ
れ
、
碑
の

前
で
祭
祀
の
た
め
の
人
形
劇
が
行
わ
れ
て
い
た
（
画
像
２
│

２
）。

（
三
）
木
柵
畜
魂
碑

　

台
北
市
文
山
区
の
文
山
区
公
所
前
の
文
山
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
も
と

も
と
こ
の
付
近
（
指
南
路
一
段
一
四
巷
三
号
）
に
屠
畜
場
が
あ
り
、
そ
こ
に
置

か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
碑
面
に
は
「
昭
和
十
二
年
四
月〔
マ
マ
〕

　

日
建
設
」
と
あ

る
。
戦
後
、
屠
畜
場
が
無
く
な
っ
て
か
ら
も
、
そ
の
地
に
住
む
謝
姓
の
人
物
が

毎
年
旧
暦
一
二
月
四
日
に
祭
拝
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
が
）
6
（

、
い
つ
し
か
祭
拝
も

行
わ
れ
な
く
な
り
、
元
の
土
台
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
道
端
に
放
置
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
現
在
で
は
新
し
い
土
台
の
上
に
移
転
・
整
備
さ
れ
、
歴
史
的
遺

物
と
し
て
公
園
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）
信
義
区
畜
魂
碑

　

台
北
市
信
義
区
松
山
路
の
天
宝
聖
道
宮
と
い
う
有
名
な
道
教
寺
院
の
山
門
外

西
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
も
と
台
北
大
竜
峒
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

台
北
大
竜
峒
（
日
新
街
）
に
は
明
治
期
以
前
か
ら
屠
場
が
存
在
し
て
い
た
が
）
7
（

、

衛
生
上
の
問
題
が
多
い
た
め
に
一
九
〇
九
年
四
月
に
全
面
的
に
新
築
さ
れ
）
8
（

、
そ

画像２-２　畜魂碑前で行われていた人形劇（2016年8月撮影）

画像３　木柵畜魂碑（2012年3月撮影）
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の
後
需
要
の
増
加
の
た
め
に
、
一
九
二
四
年
八
月
に
さ
ら
に
新
し
く
立
て
直
さ

れ
た
）
9
（

。
一
九
二
八
年
三
月
に
は
家
畜
市
場
が
開
場
、
屠
畜
場
は
そ
こ
に
附
設
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
）
10
（

。
畜
魂
碑
は
、
一
九
三
〇
年
八
月
一
五
日
に
神
社
の
社
司

に
よ
り
破
土
式
を
挙
行
し
建
設
開
始
、
費
用
約
二
千
円
を
か
け
、
翌
年
一
〇
月

ま
で
の
竣
工
を
目
指
す
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
）
11
（

。
一
九
三
一
年
六
月
九
日
に
除
幕

式
を
大
々
的
に
挙
行
。
当
日
は
屠
場
の
門
前
に
大
緑
門
を
設
け
、
天
幕
を
張
り
、

神
式
で
取
り
行
わ
れ
た
。
屠
場
の
代
表
者
は
周
清
桂
、
来
賓
は
宮
川
州
衛
生
課

長
、
吉
瀬
陸
軍
獣
医
正
、
奥
田
警
務
部
長
、
伊
藤
地
方
課
長
、
坂
本
高
等
課
長
、

西
村
警
察
課
長
な
ど
で
、
ほ
か
に
も
台
北
・
基
隆
・
淡
水
の
関
係
衛
生
官
吏
や

警
察
な
ど
が
多
数
参
列
し
、
営
業
者
と
あ
わ
せ
て
数
百
名
が
参
加
し
た
）
12
（

。
そ
の

後
毎
年
旧
暦
七
月
に
記
念
祭
が
僧
侶
に
よ
る
仏
式
で
行
わ
れ
て
い
た
）
13
（

。
除
幕
式

は
神
式
、
そ
の
後
の
供
養
は
仏
式
で
行
わ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

　

戦
後
、
大
竜
峒
地
域
に
は
新
た
に
蘭
州
街
と
い
う
名
前
が
附
さ
れ
た
た
め
、

こ
の
畜
魂
碑
は
蘭
州
街
屠
畜
場
に
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
蘭
州
街
北
段
は
一
九
七
五
年
に
大
竜
街
と
改
め
ら
れ
、
南
段
の
み
が
蘭
州
街

の
名
前
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
大
竜
峒
屠
畜
場
と
蘭
州
街
屠
畜
場
と
い
う

も
の
を
別
の
も
の
と
し
て
記
述
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
記
事
も
見
ら

れ
る
が
、
実
際
に
は
同
一
の
屠
畜
場
で
あ
る
。
こ
の
碑
文
は
戦
後
一
旦
破
壊
さ

れ
た
が
、
一
九
七
四
年
に
こ
の
地
に
移
転
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
屠
畜
場
は
そ

の
二
年
前
の
一
九
七
二
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

碑
に
は
大
き
な
自
然
石
に
「
畜
魂
碑
」
の
題
字
が
彫
ら
れ
、
そ
の
左
下
に
「
台

北
州
知
事
片
山
三
郎
書
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
題
字
の
方
が
現
在
赤
ペ
ン
キ
で

な
ぞ
ら
れ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
台
北
州
知
事
片
山
三
郎
書
」
の

部
分
は
ペ
ン
キ
で
な
ぞ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
摩
耗
し
て
非
常
に
読
み
に
く
く
な
っ

て
い
る
。
裏
面
に
は
「
碑
文
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
彫
ら
れ
て
い
る
。

天
地
氤
氳 

万
物
化
成 

品
彙
繁
展 

豕
名
剛
鬣 

犬
呼
盧
令 

馬
賦
一
索 

鶏

三
鳴 

柔
毛
長
髯 

即
羊
之
号 

太
牢
大
武 

乃
牛
之
称 

統
称
六
畜 

各
具

一
形 

屠
填
宰
割 

以
供
犠
牲 

聞
声
不
忍 

仁
政
哀
矜 

嗟
爾
霊
魂 

天
外
飄

零 

恨
無
宝
筏 

聊
作
雲
輪 

欣
逢
商
衆 

昭
告
虔
誠 

披
肝
致
奠 

以
通
幽

冥 

惟
祈
来
格 

鑒
此
香
馨 

望
速
輪
転 

及
早
超
升 

勒
諸
石
碑 

以
表
群
情

 

昭
和
六
年
二
月 

台
北
屠
商
会
聚
仝
立

 

台
北
衛
生
課
長
宮
川
富
士
松
撰画像４　信義区畜魂碑（2012年3月撮影）
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挙
士
徐
鼎
新
書

　

傍
に
は
香
炉
や
仏
像
、
祭
祀
道
具
等
が
置
か
れ
、
頻
繁
に
祭
拝
が
行
わ
れ
て

い
る
様
子
が
見
て
わ
か
る
。
ま
た
「
六
道
輪
廻
、
畜
亦
人
做
、
待
行
平
等
、
慈

悲
福
随
。」
と
ペ
ン
キ
で
書
か
れ
た
板
も
置
か
れ
て
い
た
。

（
五
）
宜
蘭
畜
魂
碑

　

宜
蘭
県
頭
城
鎮
の
宜
蘭
県
立
蘭
陽
博
物
館
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
碑

文
表
面
に
「
畜
魂
碑
」、
そ
の
左
下
に
「
台
中
州
知
事
平
山
泰
書
」
と
あ
る
。

裏
面
に
は
「
碑
文
」
と
題
し
て
以
下
の
文
章
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

大
千
世
界
万
物
皆
寄
虚
誕
死
生
修
短
奚
異
方
死
方
生
各
適
各
遂
保
身
長
族

永
享
福
利
人
養
六
畜
不
外
此
義
夫
畜
資
人
殺
身
以
食
報
徳
成
仁
犠
牲
之
至

非
関
弱
肉
強
食
異
類
不
忍

厥
情
無
二
惟
功
百
姓
自
古
先
惇
恩
及
禽
獣

恒
在
其
次
無
故
宰
割
君
子
所
忌
不
待
釈
規
懺
悔
致
意
奈
茲
屠
戸
職
無
可
避

但
祈
慈
悲
解
脱
早
賜
樹
碑
招
魂
来
鑒
純
懿
。

昭
和
六
年
十
一
月
，
宜
蘭
金
造
益
営
業
者
一
同
立

 

台
北
州
警
務
部
衛
生
課
長　

　
　
　

 

従
六
位
勳
六
等
宮
川
富
士
松
撰

 

林
春
枝
書

　

も
と
も
と
宜
蘭
街
の
屠
戸
謝
雲
ら
に
よ
り
建
設
が
発
起
さ
れ
た
も
の
で
、
同

年
一
一
月
二
一
日
に
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
た
）
14
（

。
同
年
一
二
月
五
日
に
は
除
幕
式
が

仏
式
で
行
わ
れ
、
僧
侶
に
よ
る
焼
香
の
の
ち
、
屠
場
総
代
の
祭
文
と
郡
守
と
衛

生
課
長
の
祝
辞
が
読
ま
れ
、
つ
い
で
読
経
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
終
了
後
は
宴
会

が
開
か
れ
た
）
15
（

。
そ
の
後
、
建
設
五
周
年
の
年
に
は
獣
肉
営
業
者
三
〇
余
名
が
主

催
し
、
畜
魂
碑
前
で
仏
式
に
よ
る
盛
大
な
記
念
祭
を
開
催
し
て
い
る
。
業
者
総

代
謝
塗
の
挨
拶
に
つ
い
で
祭
式
が
執
行
さ
れ
、
終
了
後
公
会
堂
で
記
念
宴
会
が

画像５-１　宜蘭畜魂碑
（蘭陽博物館提供）画像５-２　宜蘭畜魂碑裏面（蘭陽博物館提供）



日
本
統
治
時
代
台
湾
の
動
物
慰
霊
碑

（353）644

開
催
さ
れ
た
）
16
（

。
碑
は
戦
後
一
九
八
〇
年
代
頃
ま
で
は
立
派
な
土
台
に
据
え
つ
け

ら
れ
て
現
存
し
て
い
た
よ
う
だ
が
）
17
（

、
そ
の
後
撤
去
さ
れ
、
宜
蘭
県
立
文
化
中
心

に
保
管
さ
れ
、
さ
ら
に
蘭
陽
博
物
館
の
建
設
後
は
同
博
物
館
に
移
動
さ
れ
た
。

普
段
は
倉
庫
に
横
倒
し
に
置
か
れ
て
お
り
、
展
示
は
さ
れ
て
い
な
い
。

（
六
）
豊
原
獣
魂
碑

　

一
九
三
六
年
八
月
一
五
日
、
台
中
県
の
豊
原
食
肉
改
良
組
合
（
屠
畜
業
者
・

獣
肉
販
売
業
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
た
団
体
）
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も

の
。
現
在
は
台
北
市
内
陽
明
山
麓
永
公
路
の
西
雲
禅
寺
境
内
に
移
設
さ
れ
て
い

る
。
一
九
〇
六
年
の
嘉
義
大
地
震
と
一
九
三
五
年
の
中
部
大
地
震
で
多
く
の
動

物
が
死
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
建
て
ら
れ
た
と
の
来
歴
が
西
雲
禅
寺
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
筆
者
は
第
一
義
的
に
は
や
は
り
屠
殺
さ
れ
た
動

物
に
対
す
る
慰
霊
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、

中
部
大
地
震
以
前
の
一
九
三
三
年
九
月
二
〇
日
に
、
豊
原
食
肉
改
良
組
合
主
催

で
、
屠
殺
さ
れ
た
動
物
の
慰
霊
を
目
的
に
獣
魂
祭
が
挙
行
さ
れ
た
と
の
新
聞
記

事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
）
18
（

。
そ
の
後
一
九
五
九
年
の
八
七
水
災
で
こ
の
碑
文
は
埋

没
し
、
そ
の
後
時
期
は
不
明
だ
が
、
再
発
見
さ
れ
て
西
雲
禅
寺
に
移
さ
れ
た
。

西
雲
禅
寺
で
は
、
こ
れ
を
歴
史
的
遺
物
と
し
て
保
存
す
る
と
と
も
に
、
西
雲
禅

寺
が
祀
る
観
音
菩
薩
が
鬼
王
菩
薩
に
指
示
し
て
祭
祀
を
命
じ
た
も
の
と
位
置
づ

け
て
祭
祀
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
な
お
寺
内
は
撮
影
禁
止
で
あ
る
た
め
写

真
は
掲
載
で
き
な
い
。

（
七
）
西
寧
獣
魂
碑

　

台
中
市
清
水
区
の
西
寧
社
区
活
動
中
心
内
に
残
存
す
る
碑
。
画
像
６
の
通
り

比
較
的
小
さ
い
角
柱
型
の
碑
で
、
表
に
は
「
獣
魂
碑
」、
裏
に
は
「
昭
和
十
六

年
四
月
吉
日
建
之　

大
甲
郡
獣
肉
販
売
営
業
組
合
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
現
地

の
人
に
よ
れ
ば
、
同
地
に
は
も
と
屠
畜
場
が
置
か
れ
て
お
り
、
戦
後
の
あ
る
時

期
に
屠
畜
場
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
獣
魂
碑
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
道
路
拡
張
工
事
に
よ
り
一
部
土
地
を
提
供
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
活
動
中
心
）
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

碑
も
活
動
中
心
の
後
方
に
移
転
し
た
。

（
八
）
台
中
市
肉
品
市
場
獣
魂
碑

　

台
中
市
肉
品
市
場
構
内
に
現
存
す
る
御
影
石
に
よ
る
立
派
な
円
柱
型
碑
。
正

面
に
は
「
獣
魂
碑
」
と
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
左
下
に
も
と
も
と
は
「
台 画像６　西寧獣魂碑　

（
19
）
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中
州
長
竹
下
豊
次
書
」
と
彫
ら
れ
て
い
た
が
、
元
の
字
が
埋
め
ら
れ
、
上
か
ら

「
台
中
市
市
長
林
柏
榕
題
書
」
と
新
し
く
彫
り
な
お
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
裏

面
に
は
も
と
も
と
「
昭
和
七
年
六
月
二
十
四
日
台
中
市
獣
肉
営
業
者
一
同
建
」

と
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
「
中
華
民
国
七
十
二
年
九
月
八
日
台
中
市
肉
品
市
場

管
理
委
員
会
建
立
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
（
画
像
７
│

２
参
照
）。
経
緯
は
不
明

だ
が
、
日
台
断
交
後
の
一
九
七
四
年
二
月
二
五
日
、
国
民
党
内
政
部
が
「
台
内

民
字
第
五
七
三
九
〇
一
号
函
」
を
出
し
て
日
本
統
治
時
代
の
神
社
や
記
念
碑
等

帝
国
主
義
・
植
民
統
治
の
象
徴
と
な
る
遺
跡
を
撤
去
し
、
日
本
年
号
が
記
載
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
れ
を
塗
抹
す
る
こ
と
を
命
じ
て
お
り
（
た
だ
し
寺
廟
や

墓
碑
な
ど
で
単
純
に
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
と
さ
れ
た
）、
そ

れ
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
指
令
と
上
書
き
さ
れ
た
年

号
（
一
九
八
三
年
）
と
の
間
に
九
年
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
が
気
に
な
る
。
あ

る
い
は
、
年
号
等
を
塗
抹
し
た
時
期
と
、
新
し
い
文
字
を
彫
っ
た
時
期
が
異
な

る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

も
と
も
と
こ
の
碑
は
、
日
本
統
治
時
代
の
台
中
市
屠
畜
場
の
関
係
者
が
資
金

を
集
め
設
立
、
一
九
三
二
年
六
月
二
四
日
に
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
除
幕
式

当
日
は
一
切
の
屠
畜
を
中
止
し
た
と
い
う
）
20
（

。
当
日
の
参
列
者
は
一
〇
〇
名
を
超

え
、
古
沢
市
尹
や
州
衛
生
課
長
も
出
席
し
た
）
21
（

。
除
幕
式
は
神
道
式
で
行
わ
れ
た
。

ま
た
大
き
く
立
派
な
碑
で
あ
る
た
め
、
工
費
は
一
五
〇
〇
余
円
と
い
う
多
額
を

要
し
た
）
22
（

。
現
在
で
も
こ
の
碑
は
祭
拝
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
農
暦
七
月

に
中
元
普
渡
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
碑
の
前
に
香
炉
が
置
か
れ
て
お

り
、
日
常
的
に
線
香
が
焚
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

画像７-２　上から彫りなおされた碑文
画像７-１　台中市肉品市場獣魂碑

（2016年8月撮影）



日
本
統
治
時
代
台
湾
の
動
物
慰
霊
碑

（355）642

（
九
）
霧
峰
獣
魂
碑

　

台
中
県
霧
峰
里
中
正
路
一
一
〇
五
巷
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
入
口
付
近
に

置
か
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
大
屯
郡
獣
肉
小
売
人
組
合
に
よ
り
霧
峰
屠
場
内
に

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
四
一
年
一
一
月
八
日
、
桐
林
州
衛
生
課
長
臨
席
の

画像８-１　霧峰獣魂碑（2014年3月撮影）

画像８-２　霧峰獣魂碑とバスケットボール場（2014年3月撮影）
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下
、
仏
式
に
よ
り
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
）
23
（

。
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
円
柱
型
の

自
然
石
で
、
碑
の
表
面
に
は
「
獣
魂
碑
」
と
大
き
く
彫
ら
れ
、
右
に
「
紀
元
二

千
六
百
年
紀
念
」（
た
だ
し
除
幕
式
は
そ
の
翌
年
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
）、
左
に

は
「
大
屯
郡
獣
肉
商
同
業
組
合
組
合
長
楊
文
慶　

副
組
長
呉
金
銀
二　

役
員
組

合
員
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
の
あ
る
時
期
に
屠
場
は
廃
止
さ
れ
て
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
に
な
っ
た
が
、
碑
の
み
は
残
さ
れ
た
。
碑
に
は
若
者
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
相
合
傘
な
ど
の
落
書
き
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
立
派

な
台
座
と
手
す
り
が
設
け
ら
れ
て
保
護
も
さ
れ
て
い
る
。
位
置
的
に
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
入
口
の
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
が
（
画
像
８
│

２
参
照
）、
そ
れ

を
あ
え
て
残
し
た
と
こ
ろ
に
、
地
域
の
人
々
の
思
い
の
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
一
〇
）
永
靖
獣
魂
碑

　

彰
化
県
永
靖
郷
永
安
街
に
現
存
す
る
。
こ
の
地
に
は
日
本
統
治
時
代
か
ら
屠

畜
場
が
あ
り
、
そ
の
構
内
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
屠
畜
場
付
近

で
は
い
つ
も
屠
殺
さ
れ
る
豚
の
叫
び
声
が
聞
こ
え
、
ま
た
付
近
は
荒
涼
と
し
た

竹
林
や
蘆
葦
の
草
原
が
拡
が
っ
て
お
り
、
特
に
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
冬
な
ど
は
非

常
に
凄
惨
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。
そ
こ
で
現
地
獣
医
ら
の
建
議
に
よ

り
こ
の
碑
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
戦
後
屠
畜
場
は
早

く
に
無
く
な
っ
た
が
、
獣
魂
碑
だ
け
は
こ
の
地
に
現
在
ま
で
残
り
続
け
て
い
る
）
24
（

。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
尖
塔
型
の
碑
で
、
文
字
は
彫
る
の
で
は
な
く
、
金
属
で
作

ら
れ
た
文
字
が
埋
め
込
ま
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
珍
し
い
形
式
で
あ
る
。

（
一
一
）
大
林
畜
魂
碑

　

大
林
駅
の
東
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
嘉
義
県
消
防
局
第
二
大
隊
大
林
分
隊
の
手 画像９　永靖獣魂碑（2014年8月撮影）



日
本
統
治
時
代
台
湾
の
動
物
慰
霊
碑

（357）640

前
の
草
む
ら
の
中
に
あ
る
。
薄
い
板
型
の
碑
で
、
表
面
中
央
に
「
畜
魂
碑
」、

右
に
「
昭
和
六
年
辛
未
仲
春
」、
左
に
「
大
林
屠
畜
者
一
同
敬
立
」
と
あ
る
。

な
お
「
昭
和
」
の
文
字
が
塗
抹
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
し
た
政
府
指
令
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

設
立
の
経
緯
は
、
台
南
州
嘉
義
郡
大
林
庄
大
林
の
獣
肉
商
曽
天
夏
ほ
か
一
二

名
の
同
業
者
が
協
議
の
う
え
、
罪
滅
ぼ
し
の
た
め
に
建
築
を
企
画
、
屠
殺
豚
一

頭
に
つ
き
金
一
〇
銭
ず
つ
を
拠
出
し
、
翌
年
二
月
ま
で
に
二
〇
〇
円
の
予
算
で

建
設
す
る
予
定
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
）
25
（

。
実
際
の
竣
工
は
そ
れ
よ
り
一
年
遅
れ
た

よ
う
で
、
一
九
三
一
年
四
月
一
九
日
に
、
大
林
屠
畜
場
に
て
除
幕
式
と
畜
魂
祭

を
挙
行
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
）
26
（

。

　

な
お
、
こ
の
碑
に
は
香
炉
の
ほ
か
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
レ
ン
ガ
で
造
ら
れ
た
金

炉
も
付
近
に
設
置
さ
れ
、
碑
の
周
囲
に
は
囲
い
も
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
か
な
り

充
実
し
た
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
は
戦
前
か
ら
一
貫
し
て
こ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
隣
に
あ
る
消

防
隊
の
建
物
を
新
築
し
た
際
に
、
消
防
隊
員
が
草
む
ら
の
中
に
碑
が
う
ず
も
れ

て
い
る
の
を
発
見
、
隊
員
の
中
に
は
撤
去
す
べ
き
と
い
う
意
見
と
、
保
存
す
べ

き
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
が
、
結
局
撤
去
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
整
地
作
業
を

行
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
整
地
の
た
め
の
機
具
が
突
然
故
障
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
し
て
作
業
が
中
止
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
大
林
鎮
公
所
で
こ
の
碑
の
歴
史

遺
物
と
し
て
の
価
値
を
認
め
、
保
存
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
退
職
し

た
消
防
隊
員
が
退
職
金
の
一
部
を
醵
出
し
、
ま
た
ほ
か
の
人
々
の
補
助
も
得
て
、

現
在
の
よ
う
に
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
）
27
（

。

（
一
二
）
嘉
義
獣
魂
碑

　

嘉
義
市
香
湖
公
園
内
に
現
存
す
る
碑
。
日
本
統
治
時
代
に
屠
畜
場
が
設
置
さ 画像10　大林畜魂碑（2014年8月撮影）
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れ
、
地
元
住
民
は
そ
れ
を
「
牛
墟
猪

」
と
呼
ん
で
お
り
、
転
じ
て
そ
れ
が
こ

の
辺
り
を
指
す
地
名
と
し
て
も
使
わ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
屠
畜
場
（
嘉
義
市
肉

品
市
場
）
が
郊
外

藤
里
に
移
転
し
た
の
ち
も
、
こ
の
呼
び
名
は
残
っ
て
い
る

と
い
う
）
28
（

。

　

獣
魂
碑
は
自
然
石
の
積
み
重
ね
ら
れ
た
土
台
の
上
に
造
ら
れ
た
比
較
的
大
き

く
立
派
な
も
の
で
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
の
幹
に
囲
ま
れ
て
独
特
の
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
る
。
周
囲
は
低
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
囲
い
で
囲
わ
れ
て
い
る
。
碑

の
正
面
に
「
獣
魂
碑
」
と
彫
ら
れ
、
背
面
に
「
昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
建

之　

台
南
州
知
事
従
四
位
勲
三
等
川
村
直
岡
書
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
囲
い
の

背
面
に
は
設
立
者
の
名
前
（
内
地
人
一
一
人
、
台
湾
人
一
六
人
、
お
よ
び
末
尾

に
「
外
組
合
員
一
同
」
と
あ
る
）
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
碑
の
前
に
は
香
炉
が
置

か
れ
て
お
り
、
香
炉
に
は
「
祭
魂
会
」「
獣
魂
媽
」「
獣
魂
爺
」「
民
国
丙
寅
桂
月
」

（
一
九
八
六
年
農
暦
八
月
を
指
す
）
の
文
字
が
見
え
、
戦
後
に
い
た
っ
て
も
会

が
組
織
さ
れ
て
祭
拝
が
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
祭
祀
が
道
教
風

の
民
間
信
仰
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
者
は
こ

の
碑
を
二
〇
一
四
年
八
月
と
二
〇
一
六
年
八
月
の
二
回
訪
問
し
た
が
、
二
〇
一

四
年
八
月
訪
問
時
は
公
園
整
備
工
事
中
で
あ
り
、
公
園
の
周
囲
が
鉄
柵
で
囲
わ

れ
工
事
関
係
者
以
外
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
た
（
筆
者
は
現
場
に
い
た
方

の
好
意
に
よ
り
中
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
）。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も

線
香
が
供
え
ら
れ
、
小
さ
な
新
し
い
杯
に
液
体
が
注
が
れ
て
置
か
れ
て
い
た
。

ま
た
二
〇
一
六
年
八
月
に
訪
問
し
た
際
も
沢
山
の
線
香
が
供
え
ら
れ
、
ま
た
仏

像
と
阿
弥
陀
経
の
書
か
れ
た
旗
が
碑
の
傍
ら
に
差
し
込
ま
れ
て
い
た
。
現
在
で

も
熱
心
に
祭
拝
に
来
て
い
る
人
々
が
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、『
台
湾
日
日
新
報
』
紙
上
に
は
、
こ
の
碑
の
設
置
以
前
に
す
で
に
嘉画像11　嘉義畜魂碑（2014年8月撮影）



日
本
統
治
時
代
台
湾
の
動
物
慰
霊
碑

（359）638

義
市
屠
畜
場
内
に
「
畜
魂
碑
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
嘉
義
市
獣
肉
営
業
組
合
に
よ
っ
て
、
開
場
以
来
の
屠
殺
頭
数
が
二
万

五
千
頭
を
超
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
毎
年
「
畜
魂
碑
祭
」
を
開
催
し

て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
）
29
（

。
し
た
が
っ
て
、
現
在
香
湖
公
園
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
獣
魂
碑
は
二
代
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
二
代
目
に
「
畜
」
か
ら

「
獣
」
へ
と
名
前
を
変
化
さ
せ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
移
転
し
た

藤
里
の
嘉
義
市
肉
品
市
場
に
は
、
二
〇
一
六
年
春
に
新
た
に
「
獣
魂
碑
」
が
設

置
さ
れ
た
。

（
一
三
）
朴
子
獣
魂
碑

　

嘉
義
県
朴
子
市
老
人
会
館
の
前
に
現
存
す
る
。
碑
面
裏
中
央
に
「
昭
和
九
年

四
月
一
日
建
立
」、
左
に
「
朴
子
獣
肉
販
売
業
者
一
同
」、
右
に
「
東
石
郡
守
斎

藤
捨
雄
筆
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
こ
の
場
所
に
は
一
九
〇
八
年
に
設
置
さ
れ
た
樸
仔
脚
屠
畜
場
が
存
在

し
て
い
た
。
碑
の
建
設
時
、
折
し
も
台
南
州
武
徳
殿
の
建
設
中
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
従
来
か
ら
獣
肉
営
業
者
に
種
々
改
善
指
導
を
加
え
て
い
た
東
石
郡
在
勤

の
上
住
獣
医
の
発
議
で
建
設
費
用
を
節
約
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
大
部
分
を
武

徳
殿
建
築
費
用
と
し
て
寄
付
し
た
と
い
う
）
30
（

。
除
幕
式
は
一
九
三
三
年
七
月
二
九

日
挙
行
さ
れ
、
斎
藤
郡
守
、
台
南
州
□
〔
マ
マ
〕務

部
長
代
理
、
坂
警
部
ら
が
来
賓
と
し

て
出
席
し
た
。
除
幕
式
は
僧
侶
を
招
い
て
仏
式
で
行
わ
れ
、
斎
藤
郡
守
、
高
木

助
役
、
獣
肉
営
業
者
代
表
黄
文
が
祭
文
を
朗
読
し
た
）
31
（

。
な
お
一
九
三
六
年
五
月

に
挙
行
さ
れ
た
獣
魂
祭
で
は
、
祭
典
終
了
後
、「
営
業
者
国
語
講
習
会
」
の
発

会
式
が
行
わ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
る
）
32
（

。
戦
後
は
、
農
暦
七
月
一
五
日
中
元
が
、

ち
ょ
う
ど
屠
畜
場
の
繁
忙
期
と
重
な
る
た
め
に
、
二
日
ず
ら
し
た
一
七
日
に
祭

拝
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
一
九
八
六
年
に
朴
子
市
街
南
方
に
機
械
式
屠
畜
設

備
の
整
っ
た
新
し
い
肉
品
市
場
が
完
成
し
移
転
、
碑
の
み
が
こ
の
地
に
残
さ
れ

た
。
戦
前
の
写
真
を
見
る
と
立
派
な
台
座
の
上
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在

は
台
座
が
撤
去
さ
れ
、
石
が
低
い
台
座
に
固
定
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
）
33
（

。
台

座
が
撤
去
さ
れ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
碑
面
に
あ
る
「
昭
和
」
の
文
字
が

塗
抹
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
戦
後
日
台
断
交
後
、
昭
和
の
文
字
を
抹

消
す
る
と
同
時
に
台
座
が
撤
去
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
え
る
。
碑画像12　朴子獣魂碑（2014年8月撮影）
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も
長
ら
く
草
む
ら
に
倒
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
時
期
が
あ
っ
た
と
い
う
）
34
（

。

（
一
四
）
恒
春
獣
魂
碑

　

屏
東
県
恒
春
鎮
恒
西
路
の
恒
春
山
脚
里
活
動
中
心
後
方
に
現
存
す
る
。
も
と

も
と
一
九
三
五
年
に
、
獣
肉
業
者
に
よ
っ
て
か
つ
て
こ
の
場
所
に
存
在
し
て
い

た
屠
畜
場
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
屠
畜
場
は
こ
の
場
所
に
は
存
在

し
な
い
が
、
恒
春
山
脚
社
区
の
人
々
に
よ
っ
て
毎
年
農
暦
七
月
に
祭
拝
が
行
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
戦
前
か
ら
ず
っ
と
続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
一

時
祭
拝
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
十
数
年
前
か
ら
復
興
さ
れ
た
も
の
だ

と
い
う
）
35
（

。
祭
拝
を
行
っ
て
い
る
の
は
屠
畜
業
と
は
無
関
係
の
人
々
で
あ
り
、
動

物
慰
霊
と
い
う
本
来
の
機
能
と
は
別
に
、
社
区
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
地
域
行
事

の
一
つ
と
し
て
、
新
し
い
機
能
を
担
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
恒

春
で
は
、
日
本
統
治
時
代
に
設
置
さ
れ
た
多
く
の
碑
が
戦
後
破
壊
さ
れ
、
碑
面

を
削
ら
れ
る
な
ど
し
た
が
、
そ
れ
が
近
年
集
め
ら
れ
て
、
恒
春
石
牌
公
園
と
い

う
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
獣
魂
碑
が
そ
う
し
た
破
壊
を

受
け
ず
、
ま
た
公
園
に
も
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
碑
が
ほ
か
の
碑
と

異
な
る
意
味
を
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
持
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

（
一
五
）
墾
丁
牛
羊
集
魂
碑

　

本
節
の
最
後
に
紹
介
す
る
こ
の
碑
は
、
屏
東
県
恒
春
鎮
墾
丁
里
に
あ
る
行
政

院
農
業
委
員
会
畜
産
試
験
場
恒
春
分
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
所
は
一
九
〇

五
年
に
設
置
さ
れ
た
恒
春
庁
種
畜
場
に
淵
源
を
持
つ
歴
史
あ
る
試
験
場
で
あ
る

が
、
現
在
も
牧
畜
改
良
に
か
か
わ
る
試
験
を
業
務
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
存
在
す
る
碑
は
、
日
本
統
治
時
代
に
淵
源
を
有
す
る
と
は
い
っ
て
も
、

石
碑
の
形
式
は
台
湾
の
民
間
信
仰
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
独
特
の
も
の
で
あ
る
。

画
像
14
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
左
か
ら
石
符
碑
、
牛
羊
集
魂
碑
、
籠
仔
埔
土
地
公

と
さ
れ
て
い
る
（
籠
仔
埔
と
は
こ
の
辺
り
の
地
名
）。
た
だ
し
牛
羊
集
魂
碑
に

は
そ
の
よ
う
な
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
碑
面
を
見
る
に
も
と

も
と
民
間
信
仰
に
か
か
わ
る
碑
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
い
つ
し
か
そ

う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
毎
年
中
元
普
渡
に

祭
拝
を
行
っ
て
い
る
が
、
所
報
に
よ
れ
ば
そ
の
祭
拝
で
は
「
同
仁
們
身
体
健
康

及
諸
事
順
心
如
意
、
闔
家
平
安
」
を
祈
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
）
36
（

、
亡
く
な
っ

画像13　恒春獣魂碑（2016年9月撮影）



日
本
統
治
時
代
台
湾
の
動
物
慰
霊
碑

（361）636

た
動
物
の
慰
霊
よ
り
も
現
世
利
益
を
願
う
要
素
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
現
世
利

益
的
傾
向
は
台
湾
の
民
間
信
仰
に
お
け
る
中
元
普
渡
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い

る
性
格
で
は
あ
る
が
、
特
に
動
物
慰
霊
碑
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
慰
霊
・
供
養
よ

り
現
世
利
益
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
三
種
類
の
石
碑
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
と
、
こ
こ
が
屠
畜
場
で
は
な
く
試
験
牧
場
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
影
響
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

二　

日
本
統
治
時
代
に
淵
源
を
有
す
る
が

　
　

戦
後
建
て
替
え
ら
れ
て
現
存
す
る
碑

（
一
）
鳳
山
獣
魂
碑

　

高
雄
市
鳳
山
区
に
戦
後
再
建
さ
れ
た
も
の
が
現
存
す
る
。
最
初
の
碑
は
一
九

二
三
年
九
月
、
同
業
者
約
二
〇
名
の
醵
金
に
よ
る
工
費
二
〇
〇
万
円
を
投
じ
て

屠
畜
場
内
に
建
設
さ
れ
た
。
な
お
、
新
聞
で
の
報
道
で
は
、
屠
畜
場
の
場
内
に

獣
魂
碑
が
設
置
さ
れ
た
の
は
こ
こ
が
最
初
で
あ
り
、「
高
さ
二
間
余
、
周
囲
に

鉄
柵
を
巡
ら
し
頗
る
立
派
な
も
の
で
あ
る
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
）
37
（

。
ま
た
同
紙

に
よ
れ
ば
、
毎
年
旧
暦
八
月
十
六
日
に
盛
大
な
祭
式
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
屠
畜
場
は
鳳
山
市
立
志
街
に
位
置
し
て
い
た
が
、
一
九
八
二
年
、

現
在
の
経
武
路
付
近
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
獣
魂
碑
は
移
転
さ
れ
ず
、

元
の
場
所
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、「
美
化
環
境
」「
尊
敬
獣
魂
」
の
目

的
の
下
に
、
獣
魂
碑
を
現
在
地
に
新
し
く
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
九
九

画像14　墾丁石符碑・牛羊集魂碑・籠仔埔土地公（2016年9月撮影）
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年
一
〇
月
に
獣
魂
碑
重
建
委
員
会
を
設
置
、
新
台
湾
ド
ル
三
二
万
七
千
元
を
投

じ
て
二
〇
〇
〇
年
正
月
よ
り
建
設
開
始
、
二
〇
〇
二
年
五
月
に
竣
工
式
を
挙
行

し
た
）
38
（

。
現
在
の
も
の
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
尖
塔
型
の
大
き
な
碑
で
あ
る
。
古
い

方
の
碑
は
新
し
い
碑
の
建
設
と
同
時
に
撤
去
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
馬
公
獣
魂
碑

　

澎
湖
県
馬
公
市
に
存
在
す
る
。
も
と
も
と
一
九
二
九
年
一
〇
月
に
屠
畜
業
者

の
黄
文
西
等
の
建
議
に
よ
っ
て
、
馬
公
草
蓆
尾
に
あ
っ
た
屠
畜
場
に
設
立
さ
れ

た
。
建
立
者
の
名
前
は
現
在
の
再
建
さ
れ
た
碑
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
内
地

人
四
人
、
姓
名
か
ら
台
湾
人
と
思
わ
れ
る
一
四
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新

聞
で
は
こ
の
翌
年
、
三
浦
馬
公
街
長
を
祭
典
委
員
長
と
し
て
、
犠
牲
動
物
の
精

霊
を
弔
う
た
め
、
獣
魂
碑
前
で
多
数
官
民
来
賓
臨
場
の
下
に
供
養
祭
を
執
行
し
、

終
了
後
松
島
記
念
館
で
簡
単
な
晩
餐
会
を
開
い
た
と
の
記
事
が
見
つ
か
る
）
39
（

。

　

戦
後
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
、
風
雨
に
よ
る
碑
の
浸
蝕
破
損
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、「
屠
宰
公
会
」
の
会
員
全
体
で
相
談
の
上
、
資
金
を
出
し
合
っ

て
再
建
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
七
七
年
に
現
在
の
場
所
に
澎

湖
県
肉
品
市
場
が
新
築
さ
れ
、
機
械
化
さ
れ
た
屠
畜
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
、「
屠
宰
公
会
」
も
「
肉
類
公
会
」
に
名
称
を
変
更
し
た
。
獣
魂
碑
は
も

と
の
場
所
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
三
年
、
場
所
が
離
れ
て
い

て
祭
典
を
行
う
上
で
不
便
だ
と
の
意
見
が
出
た
た
め
に
、
元
の
外
観
を
維
持
す

る
と
い
う
原
則
の
下
で
、
現
在
の
場
所
に
移
転
さ
れ
た
）
40
（

。
碑
の
左
右
前
方
に
狛

犬
が
置
か
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
戦
前
か
ら
残
っ
て
い
る
碑
に
は
見
ら
れ
な
い
特

徴
で
あ
る
（
次
稿
で
紹
介
予
定
の
戦
後
新
築
さ
れ
た
碑
に
は
存
在
す
る
）。

　

な
お
、
鳳
山
と
馬
公
の
二
つ
の
碑
は
、
現
地
に
詳
細
な
設
立
経
緯
の
説
明
版

が
残
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
戦
前
か
ら
の
連
続
性
を
持
つ
こ
と
が
判
明
し
た
も

画像15　鳳山獣魂碑（2014年8月撮影）



日
本
統
治
時
代
台
湾
の
動
物
慰
霊
碑

（363）634

の
で
あ
る
。
戦
後
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
設
置
か
ら
二
〇
年
三
〇
年

と
経
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
地
肉
品
市
場
で
働
い
て
い
る
人
に
聞
い

て
も
、
建
設
さ
れ
た
由
来
な
ど
は
す
で
に
判
然
と
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
次
稿
と
し
て
準
備
し
て
い
る
、
戦
後
設
置
さ

れ
た
動
物
慰
霊
碑
の
な
か
に
も
、
経
緯
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
だ
け
で
、
戦
前
に

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
建
て
替
え
た
も
の
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。三　

日
本
統
治
時
代
に
設
置
さ
れ
た
が
現
存
し
な
い
碑

　

本
節
で
は
、
現
存
し
な
い
が
、
新
聞
記
事
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
畜
産
関
係
の
慰
霊
碑
を
列
記
す
る
。

（
一
）
基
隆
畜
魂
碑

　

基
隆
市
滝
川
町
の
屠
畜
場
に
工
費
一
二
〇
〇
円
を
か
け
て
設
立
さ
れ
た
。
高

さ
二
二
尺
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
非
常
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
畜
魂
碑
は
台
湾
初
と
い
う
）。
一
九
三
三
年
一
一
月
二
四
日
に
宮

川
衛
生
課
長
、
服
部
基
隆
警
察
署
長
等
を
招
い
て
除
幕
式
を
挙
行
、
除
幕
し
た

の
は
中
崎
獣
医
の
令
嬢
昭
子
氏
で
あ
っ
た
）
41
（

。
そ
の
後
毎
年
関
係
官
員
・
営
業
者

を
招
い
て
畜
魂
祭
を
開
催
し
て
お
り
、
一
九
三
五
年
一
二
月
八
日
に
行
わ
れ
た

第
三
回
の
様
子
を
記
せ
ば
、
祭
典
代
表
者
李
侯
伯
が
祭
文
を
朗
読
し
た
の
ち
、

一
同
が
焼
香
し
て
解
散
、
夜
は
官
民
を
招
待
し
た
宴
会
を
行
っ
て
い
る
）
42
（

。

（
二
）
台
北
松
山
獣
魂
碑

　

警
察
官
石
田
巡
査
部
長
の
発
議
に
台
北
州
七
星
郡
松
山
市
場
内
の
豚
肉
商
が

賛
同
し
て
台
北
松
山
市
場
に
設
置
さ
れ
た
。
工
費
二
〇
〇
余
円
。
一
九
三
五
年

五
月
一
八
日
に
庄
内
住
民
多
数
を
招
い
て
落
成
式
を
挙
行
し
た
）
43
（

。

（
三
）
新
店
畜
魂
碑

　

新
店
屠
畜
場
に
設
置
さ
れ
た
。
一
九
三
二
年
九
月
一
五
日
に
落
成
式
が
挙
行
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さ
れ
、
官
民
四
〇
名
が
公
会
堂
に
て
酒
宴
を
張
っ
た
）
44
（

。

（
四
）
樹
林
畜
魂
碑

　

一
九
四
〇
年
九
月
一
七
日
、
樹
林
屠
場
構
内
畜
魂
碑
前
で
獣
肉
営
業
者
が
自

発
的
に
畜
魂
祭
を
行
っ
た
旨
の
記
事
が
あ
る
）
45
（

。
な
お
現
在
新
北
市
樹
林
区
の
新

北
市
肉
品
市
場
に
は
、
戦
後
建
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
畜
魂
碑
が
置
か
れ
て
い

る
が
（
詳
し
く
は
次
稿
で
扱
う
）、
そ
れ
と
系
譜
的
関
係
を
有
す
る
可
能
性
も

あ
る
。

（
五
）
板
橋
畜
魂
碑

　

板
橋
市
場
獣
肉
商
の
呉
炎
が
発
起
し
、
同
業
者
を
集
め
て
出
資
、
板
橋
屠
獣

場
構
内
に
設
置
さ
れ
た
。
一
九
三
三
年
一
〇
月
二
日
に
建
築
に
着
手
し
、
ほ
ど

な
く
完
成
し
た
と
い
う
の
で
、
比
較
的
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
46
（

。

一
〇
月
一
八
日
に
除
幕
式
挙
行
。
松
下
警
察
課
長
、
山
元
警
部
、
常
田
勧
業
主

任
、
簡
土
城
庄
長
な
ど
の
多
数
官
吏
を
招
待
し
て
行
わ
れ
た
。
淀
川
畜
産
組
合

長
に
よ
る
除
幕
の
の
ち
、
僧
侶
の
読
経
が
行
わ
れ
、
淀
川
組
合
長
が
式
辞
を
読

み
、
海
山
郡
守
代
理
松
下
警
察
課
長
が
国
事
、
土
城
庄
長
簡
鴻
黎
に
よ
る
祝
辞
、

獣
肉
商
代
表
者
呉
炎
に
よ
る
慰
霊
の
辞
の
朗
読
が
あ
り
、
閉
会
。
そ
の
後
板
橋

公
会
堂
に
て
祝
宴
が
開
か
れ
た
）
47
（

。

（
六
）
新
竹
屠
殺
場
獣
魂
碑

　

新
竹
の
獣
肉
営
業
者
の
発
起
で
「
獣
類
の
霊
を
慰
め
る
」
た
め
に
醵
金
し
新

竹
屠
殺
場
内
に
設
置
。
一
九
二
五
年
一
二
月
二
五
日
落
成
。
前
幅
七
尺
二
寸
、

奥
行
六
尺
二
寸
、
高
さ
九
尺
八
寸
と
い
う
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
）
48
（

。
毎
年
の
例

祭
は
仏
教
式
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
49
（

。

（
七
）
新
竹
大
渓
獣
魂
碑

　

獣
肉
業
者
に
よ
り
大
渓
屠
場
内
に
設
立
。
一
九
三
八
年
七
月
一
六
日
、
獣
肉

組
合
の
総
会
後
に
、
除
幕
式
を
挙
行
。
そ
の
後
、
公
会
堂
内
に
官
民
多
数
を
招

い
て
懇
親
会
を
開
催
し
た
と
あ
る
。
曽
我
郡
守
、
橋
本
課
長
、
石
川
課
長
、
馬

淵
警
部
、
宮
部
街
長
な
ど
が
出
席
し
た
よ
う
で
あ
る
）
50
（

。

（
八
）
竹
南
獣
魂
碑

　

一
九
四
〇
年
五
月
二
五
日
、
竹
南
小
学
校
向
側
に
建
築
さ
れ
、
除
幕
式
と
慰

霊
祭
を
挙
行
し
た
。
慰
霊
祭
は
「
聖
戦
に
於
け
る
将
兵
の
労
苦
は
常
に
感
激
す

る
処
で
あ
る
が
、
将
兵
と
共
に
活
躍
し
若
く
は
奉
公
し
た
畜
類
の
事
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
〔
中
略
〕
こ
れ
ら
の
畜
類
を
慰
め
る
べ
く
」、
竹
南
郡
守
が
斎
主

と
な
り
、
郡
下
の
家
畜
飼
養
者
全
員
と
官
民
多
数
が
出
席
し
仏
式
に
よ
り
挙
行

さ
れ
た
）
51
（

。
も
と
も
と
獣
魂
碑
は
家
畜
慰
霊
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
時
局
下
で
軍
用
動
物
慰
霊
を
中
心
と
す
る
祭
典
へ

と
性
格
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
九
）
埔
里
獣
魂
碑

　

埔
里
の
獣
肉
業
者
一
同
に
よ
り
建
立
。
一
九
三
二
年
八
月
以
来
、
獣
類
一
頭

を
屠
殺
す
る
ご
と
に
一
〇
銭
を
徴
収
し
、
翌
年
五
〇
〇
円
余
と
な
っ
た
の
で
建

碑
し
た
。
土
台
五
尺
四
方
、
高
さ
六
尺
、
幅
一
尺
九
寸
、
厚
さ
一
尺
三
寸
の
自

然
石
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
九
月
七
日
に
安
達
衛
生
課
長
、
沢
井
能

高
郡
守
、
八
角
警
察
課
長
、
外
間
庶
務
課
長
、
林
街
長
な
ど
列
席
の
も
と
落
成

式
を
挙
行
、
読
経
、
焼
香
な
ど
を
行
い
、
一
同
記
念
撮
影
、
そ
の
後
青
年
会
館

で
宴
会
を
行
っ
た
）
52
（

。



日
本
統
治
時
代
台
湾
の
動
物
慰
霊
碑

（365）632

（
一
〇
）
彰
化
獣
（
畜
？
）
魂
碑

　

彰
化
街
屠
畜
場
関
係
の
獣
肉
販
売
業
者
の
発
起
に
よ
り
一
九
三
二
年
四
月
八

日
に
除
幕
式
を
挙
行
し
た
。
な
お
日
本
語
版
報
道
で
は
「
獣
魂
碑
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
同
夕
漢
文
版
で
は
「
畜
魂
碑
」
と
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
が
正
し
い

の
か
不
明
で
あ
る
）
53
（

。

（
一
一
）
斗
六
獣
魂
碑

　

設
立
年
不
明
。
一
九
三
五
年
三
月
一
九
日
に
斗
六
郡
獣
肉
営
業
組
合
が
屠
場

に
て
畜
魂
祭
を
挙
行
し
た
と
の
記
事
が
あ
る
）
54
（

。
こ
の
時
に
は
獣
魂
碑
の
存
在
に

は
言
及
が
な
い
が
、
一
九
三
八
年
三
月
二
八
日
に
行
わ
れ
た
獣
魂
祭
は
、
斗
六

屠
場
内
の
獣
魂
碑
前
で
行
わ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
一
二
）
北
港
獣
魂
碑

　

北
港
郡
獣
肉
営
業
組
合
が
、
一
九
三
八
年
四
月
二
四
日
、
北
港
公
会
堂
で
定

期
総
会
と
獣
魂
祭
を
執
行
す
る
と
の
記
事
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
記
事
で
は
獣

魂
碑
に
は
言
及
が
な
い
）
55
（

。
北
港
に
は
も
と
も
と
「
牛
墟
」
と
呼
ば
れ
る
牛
市
場

が
北
港
鎮
の
南
川
岸
に
あ
り
、
日
本
統
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
そ
の
付
近
（
現

在
の
民
生
路
付
近
）
に
屠
殺
場
が
つ
く
ら
れ
、
そ
こ
に
最
初
の
獣
魂
碑
が
設
置

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
屠
殺
場
は
鎮
北
方
（
現
在
の
華
勝
路
付

近
）
に
移
転
、
獣
魂
碑
も
移
転
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
画
像
17
は
そ
の
獣
魂
碑

の
画
像
だ
が
、
写
っ
て
い
る
人
の
服
装
や
碑
文
の
囲
い
に
「
屠
身
曽
媚
国
」「
宰

世
顕
痴
魂
」
と
い
う
文
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
（
戦
前
一
九
四
〇
年
頃
撮
影
さ

れ
た
別
の
写
真
に
は
こ
の
文
字
や
灯
篭
は
な
い
）、
戦
後
ほ
ど
な
い
頃
の
も
の

と
思
わ
れ
る
。

画像17　日本統治時代に建てられた
獣魂碑　

（
57
）

画像18　戦後建て替えらえた万霊塔　
（
58
）
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そ
の
後
一
九
四
九
年
に
、
獣
魂
碑
は
「
万
霊
塔
」
と
題
す
る
碑
に
置
き
換
え

ら
れ
、「
万
霊
公
」
と
称
す
る
道
教
風
の
神
の
碑
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
（
画
像
18
）、
さ
ら
に
そ
の
後
万
霊
宮
と
い
う
名
の
道
教
の
廟
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
と
い
う
。
万
霊
宮
は
近
年
ま
で
存
在
し
て
い
た
が
、
現
在
は
撤
去
さ
れ

た
。
な
お
現
在
は
、
屠
畜
業
に
か
か
わ
る
人
々
は
、
付
近
の
霊
感
宮
と
い
う
道

教
の
廟
を
崇
拝
し
て
い
る
）
56
（

。

（
一
三
）
麻
豆
獣
魂
碑

　

台
南
の
麻
豆
屠
畜
場
で
一
九
二
七
年
七
月
二
五
日
に
除
幕
さ
れ
た
。
屠
畜
場

に
働
く
職
員
が
各
自
醵
金
し
て
建
て
た
も
の
で
、
新
聞
報
道
で
は
、「
自
知
殺

生
過
多
。
恐
招
罪
過
。
故
積
財
欲
竪
碑
。
以
慰
獣
霊
」
と
そ
の
動
機
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
）
59
（

。

（
一
四
）
旗
山
獣
魂
碑

　

高
雄
の
旗
山
屯
畜
場
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
設
立
年
代
は
不
明
だ
が
、
一
九

三
八
年
四
月
一
六
日
組
合
員
一
一
一
名
に
来
賓
安
倍
衛
生
課
長
、
紀
野
獣
医
、

藤
原
警
察
署
長
お
よ
び
警
察
課
員
を
招
い
て
獣
魂
祭
を
挙
行
し
た
と
の
記
事
が

あ
る
。
な
お
一
年
間
の
屠
殺
頭
数
は
、
豚
二
万
三
〇
六
頭
、
牛
二
三
〇
頭
、
山

羊
二
万
一
一
三
四
頭
と
あ
り
、
豚
と
並
ん
で
山
羊
が
多
い
こ
と
が
目
に
つ
く
）
60
（

。

（
一
五
）
屏
東
台
湾
畜
産
会
社
獣
魂
碑

　

日
中
戦
争
で
死
歿
し
た
軍
馬
を
台
湾
畜
産
会
社
工
場
で
処
理
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
同
州
下
で
死
ん
だ
牛
豚
の
魂
を
も
弔
う
べ
く
、
会
社
構
内
に
獣

魂
碑
を
設
立
し
た
も
の
。
一
九
三
九
年
一
月
三
一
日
に
除
幕
式
と
慰
霊
祭
を
挙

行
し
た
）
61
（

。

四　

日
本
統
治
時
代
の
も
の
か
不
分
明
な
碑

（
一
）
桃
園
畜
魂
碑

　

現
在
桃
園
市
肉
品
市
場
内
に
、「
畜
魂
碑
」
が
存
在
す
る
。
台
座
や
柵
な
ど

は
新
し
い
も
の
だ
が
、
碑
そ
の
も
の
は
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
後
述
す
る
日

本
統
治
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
確
証
は

な
い
。
市
場
関
係
者
に
も
尋
ね
た
が
、
不
明
だ
が
か
な
り
昔
か
ら
あ
る
、
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。
後
考
に
俟
ち
た
い
。

　

日
本
統
治
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
は
、
一
九
二
四
年
四
月
二
八
日
に
除
幕
式

が
挙
行
さ
れ
た
。
新
聞
記
事
で
は
、「
台
湾
で
は
初
め
て
の
畜
魂
碑
」
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
通
り
実
際
に
は
こ
の
前
年
に
鳳
山
に
「
獣
魂
碑
」
が

設
立
さ
れ
て
お
り
、「
畜
魂
碑
」
と
い
う
名
前
と
し
て
は
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
が
、
同
種
の
碑
と
し
て
は
台
湾
初
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
碑
文
は
桃
園
街
の

獣
肉
業
者
一
四
名
が
主
唱
し
て
、
労
役
と
食
肉
の
犠
牲
に
な
っ
た
畜
類
の
霊
を

弔
う
意
味
の
下
に
建
設
さ
れ
た
と
い
う
。
三
月
二
〇
日
か
ら
工
事
を
開
始
し
、

四
月
二
三
日
に
竣
工
、
建
設
費
は
各
自
が
労
力
を
提
供
し
た
た
め
に
わ
ず
か
三

五
円
一
〇
銭
を
要
し
た
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
建
築
期
間
と
建
築
費
用

を
考
え
る
に
、
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
桃
園
市
肉
品
市
場

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
も
比
較
的
小
さ
い
こ
と
を
考
え
る
と
同
一
の
も
の
で
あ

る
可
能
性
は
お
お
い
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
除
幕
式
は
四
月
二
八
日
、
桃

園
屠
獣
場
で
行
わ
れ
、
杉
野
郡
守
、
内
田
課
長
、
織
本
課
長
、
徳
永
新
竹
警
察



日
本
統
治
時
代
台
湾
の
動
物
慰
霊
碑

（367）630

課
長
、
井
上
中

警
察
課
長
、
簡
朗
山
桃
園
街
長
、
お
よ
び
台
湾
動
物
保
護
会

の
河
田
光
之
祐
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
）
62
（

。

　

な
お
、
台
湾
動
物
保
護
会
は
、
台
中
市
在
住
の
実
業
家
で
出
雲
大
社
教
の
信

徒
で
も
あ
っ
た
河
田
に
よ
り
、
木
村
匡
を
顧
問
と
し
て
一
九
二
三
年
七
月
二
一

日
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
）
63
（

、
台
湾
最
初
の
動
物
愛
護
団
体
で
あ
る
。
同
年
八
月

に
は
会
員
一
〇
〇
〇
名
を
突
破
、
台
北
に
支
部
も
設
け
ら
れ
た
）
64
（

。
同
会
は
動
物

虐
待
防
止
の
講
演
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
牛
馬
の
た
め
の
飲
水
所
を
設
置
し
た

り
も
し
て
い
る
）
65
（

。
お
そ
ら
く
日
本
の
動
物
虐
待
防
止
会
の
影
響
を
受
け
て
の
活

動
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
同
年
一
一
月
に
は
大
社
教
千
家
尊
有
管
長
を
総
裁

に
迎
え
、
ま
た
後
に
は
動
物
保
護
模
範
者
の
表
彰
式
を
行
う
な
ど
）
66
（

、
台
湾
に
お

け
る
動
物
愛
護
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

（
二
）
清
境
農
場
小
瑞
士
花
園
獣
魂
碑

　

原
住
民
に
よ
る
抗
日
武
装
蜂
起
と
し
て
有
名
な
霧
社
事
件
の
現
場
に
ほ
ど
近

い
南
投
県
仁
愛
郷
定
遠
新
村
に
あ
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
清
境
農
場
小
瑞
士
花
園
に

現
存
す
る
獣
魂
碑
。
同
園
の
入
り
口
か
ら
左
手
に
伸
び
る
杉
並
木
道
を
し
ば
ら

く
行
く
と
職
員
行
政
区
の
建
物
が
あ
り
、
そ
の
裏
側
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
。

夏
は
草
が
生
い
茂
り
、
さ
ら
に
水
道
タ
ン
ク
な
ど
が
並
ん
で
い
て
障
害
物
が
多

く
、
碑
ま
で
た
ど
り
着
く
に
は
大
変
な
労
苦
を
要
す
る
場
所
で
あ
り
、
既
に
忘

画像19　桃園畜魂碑（2016年8月撮影）

画像20　清境農場小瑞士花園獣魂碑（2016年8月撮影）
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れ
去
ら
れ
た
碑
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
か
な
り
古
い
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
碑
に
は
「
獣
魂
碑
」
と
し
か
彫
ら
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
統

治
時
代
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
戦
後
ほ
ど
な
い
時
期
の
も
の
か
も
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
小
瑞
士
花
園
の
職
員
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い

が
、
園
内
の
現
在
キ
ャ
ン
プ
場
と
な
っ
て
い
る
場
所
（
碑
の
付
近
）
が
昔
牧
場

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
牧
場
の
動
物
の
た
め
に

作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
推
測
に
基
づ
く

も
の
で
確
証
は
な
い
た
め
詳
細
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。

（
三
）
員
林
獣
魂
碑

　

員
林
旧
猪
竈
屠
宰
場
內
に
設
置
さ
れ
て
い
た
獣
魂
碑
が
近
年
ま
で
員
水
路
付

近
に
残
存
し
て
お
り
、
地
元
の
人
の
話
で
は
、
毎
年
屠
宰
場
の
人
々
が
中
元
普

渡
の
祭
拝
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
猪
竈
屠
宰
場
は
十
数
年
前
に
廃
止
さ
れ
、

彰
化
県
警
察
局
に
よ
る
レ
ッ
カ
ー
移
動
車
の
保
管
場
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も

こ
の
碑
と
金
炉
だ
け
は
残
さ
れ
祭
拝
さ
れ
て
い
た
。
碑
の
設
置
年
代
は
不
明
で
、

画
像
21
の
よ
う
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
尖
塔
型
の
も
の
で
、
日
本
統
治
時
代

の
可
能
性
も
あ
る
が
、
戦
後
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
二
〇

一
四
年
に
道
路
拡
張
工
事
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
た
。
な
お
、
一
九
三
九
年
一
〇

月
六
日
、
員
林
獣
肉
販
売
営
業
組
合
が
総
会
後
に
員
林
屠
畜
場
で
獣
魂
祭
を
執

行
し
た
と
の
新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
）
67
（

、
こ
の
獣
魂
碑
は
そ
の
延
長
線
上

に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

畜
産
関
係
慰
霊
碑
以
外
の
動
物
慰
霊
施
設

　

以
上
に
取
り
上
げ
て
き
た
慰
霊
碑
は
す
べ
て
畜
産
関
係
の
慰
霊
碑
で
あ
る
が
、

慰
霊
碑
以
外
の
形
式
の
も
の
、
お
よ
び
畜
産
動
物
以
外
の
慰
霊
碑
を
こ
こ
で
は

取
り
上
げ
る
。

（
一
）
台
湾
畜
産
会
社
牛
魂
祠
堂
（
現
存
せ
ず
）

　

台
北
市
幸
町
に
あ
る
台
湾
畜
産
会
社
が
、
一
九
二
九
年
、
同
社
乳
牛
中
過
去

十
数
年
に
於
い
て
老
死
し
た
も
の
が
六
〇
〇
頭
に
達
し
た
た
め
、「
牛
魂
祠
堂
」

を
建
設
し
た
。
こ
れ
以
前
か
ら
同
社
は
「
牛
魂
祭
」
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
九

二
九
年
一
二
月
二
五
日
、
第
四
回
の
牛
魂
祭
を
行
う
と
同
時
に
、
祠
堂
の
入
仏 画像21　員林獣魂碑（江武昌氏撮影　）

（
68
）



日
本
統
治
時
代
台
湾
の
動
物
慰
霊
碑

（369）628

式
を
挙
行
し
た
）
69
（

。

（
二
）
台
湾
護
国
神
社
軍
用
動
物
慰
霊
塔
（
設
置
さ
れ
た
か
不
明
）

　

斎
藤
総
務
長
官
を
委
員
長
に
、
鈴
木
台
湾
軍
獣
医
部
長
、
西
軍
兵
務
部
員
、

石
川
郡
副
官
、
お
よ
び
殖
産
局
長
、
文
教
局
長
、
各
州
知
事
、
府
農
務
課
長
、

営
繕
課
長
、
学
務
課
長
、
社
会
課
長
、
建
設
技
師
を
慰
霊
塔
建
設
医
院
に
委
嘱

し
、
建
設
準
備
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
費
用
六
万
円

は
各
州
庁
畜
産
会
お
よ
び
全
島
国
民
学
校
児
童
有
志
そ
の
他
の
自
発
的
寄
進
に

よ
っ
て
醵
出
さ
れ
る
計
画
で
、
主
管
局
た
る
文
教
局
で
準
備
中
と
さ
れ
て
い
る

が
、
建
設
が
実
現
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
）
70
（

。

（
三
）
高
雄
馬
魂
碑
（
現
存
せ
ず
）

　

陸
軍
臨
時
検
疫
所
高
雄
支
所
に
て
「
物
言
は
ぬ
戦
士
と
し
て
皇
軍
と
共
に
不

滅
の
武
勲
を
た
て
陣
歿
し
た
軍
馬
の
忠
魂
に
対
し
て
深
く
敬
弔
の
意
を
表
す
る

た
め
」
に
建
設
。
一
九
四
三
年
一
二
月
四
日
に
除
幕
式
を
兼
ね
た
軍
馬
慰
霊
祭

を
挙
行
。
部
隊
長
・
関
係
将
校
の
ほ
か
、
市
長
代
理
河
野
助
役
、
村
瀬
庶
務
課

長
、
江
波
畜
産
興
業
高
雄
工
場
長
ら
軍
官
民
が
参
列
し
、
神
式
で
の
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
た
）
71
（

。

（
四
）
阿
里
山
樹
霊
塔
（
現
存
）

　

動
物
慰
霊
碑
で
は
な
い
が
、
日
本
統
治
時
代
に
設
置
さ
れ
た
植
物
の
慰
霊
碑

で
あ
り
、
関
連
す
る
も
の
と
し
て
特
に
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
一
九
三

六
年
に
阿
里
山
神
社
境
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。
阿
里
山
で
は
そ
れ
以
前
か
ら

毎
年
三
月
二
十
五
日
を
樹
霊
祭
の
日
と
定
め
て
、
阿
里
山
神
社
に
て
毎
年
祭
典

を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
同
日
あ
わ
せ
て
一
九
〇
九
年
の
創
業
以
来
の
殉
職
者
の

慰
霊
祭
も
あ
わ
せ
て
挙
行
し
て
い
た
）
72
（

。
阿
里
山
神
社
は
戦
後
撤
去
さ
れ
た
が
、

樹
霊
塔
は
残
さ
れ
た
。

　

な
お
、
碑
文
の
台
座
の
輪
は
木
の
年
輪
を
、
ま
た
中
下
部
左
右
二
本
の
円
柱

に
切
れ
目
が
入
っ
て
い
る
の
は
、
伐
採
の
際
の
鋸
を
入
れ
た
様
子
を
象
徴
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
樹
霊
を
祀
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
鋸
の
痕
を
表

現
す
る
と
い
う
の
は
お
か
し
な
気
も
す
る
が
、
林
業
で
生
き
る
こ
の
地
の
人
々

の
象
徴
を
入
れ
た
い
と
い
う
気
持
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
本
稿
で
は
、
日
本
統
治
時
代
に
設
置
さ
れ
た
動
物
慰
霊
碑
の
情
報
を
整 画像22　阿里山樹霊塔（2016年8月撮影）
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理
し
た
。
今
回
は
基
礎
的
な
情
報
の
整
備
が
目
的
で
あ
り
、
本
格
的
な
検
討
は

別
稿
を
期
し
た
い
が
、
以
上
の
整
理
か
ら
気
が
付
く
こ
と
を
い
く
つ
か
指
摘
し

て
お
く
な
ら
ば
、
以
下
の
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
台
湾
に
お
け
る
動
物
慰
霊
碑
は
多
く
が
畜
産
関
係
、
特
に
屠
畜
場
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
設
置
は
明
治
期
に
は
確
認

で
き
ず
、
大
正
後
期
に
設
置
が
始
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
昭
和
期
に
設
置

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
碑
の
多
く
は
、
屠
畜
業
者
や
販
売
業

者
に
よ
っ
て
自
発
的
に
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
除
幕
式
に
は
多
く
公
職
者
を
招

待
す
る
例
が
多
い
。
当
時
屠
畜
場
は
警
察
の
管
轄
で
あ
り
、
ま
た
衛
生
関
係
部

局
の
関
与
も
深
か
っ
た
た
め
、
来
賓
官
吏
も
そ
の
関
係
者
が
多
い
。
な
か
に
は

松
山
市
場
の
獣
魂
碑
の
よ
う
に
、
警
察
が
設
立
を
発
起
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま

た
組
合
の
定
期
総
会
後
に
祭
典
を
行
っ
て
い
る
例
も
多
く
、
除
幕
式
や
祭
典
の

終
了
後
懇
親
会
や
宴
会
を
開
い
て
い
る
例
も
多
い
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、

碑
の
設
置
や
祭
祀
は
、
単
に
動
物
を
慰
霊
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
屠
場
内
や
、
官
民
の
懇
親
を
深
め
る
機
能
を
併
せ
も
っ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
名
称
に
つ
い
て
は
、「
畜
魂
碑
」
と
「
獣
魂
碑
」
と
が
相
半
ば
し
て
い

る
が
、
北
に
「
畜
魂
碑
」、
南
に
「
獣
魂
碑
」
が
多
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。「
畜

魂
碑
」
が
最
初
に
設
置
さ
れ
た
の
は
桃
園
で
あ
り
、「
獣
魂
碑
」
が
最
初
に
設

置
さ
れ
た
の
は
鳳
山
で
あ
る
が
、
本
文
で
記
し
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
新
聞
記

事
で
台
湾
最
初
の
碑
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別

個
に
北
部
・
南
部
に
影
響
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
名
称
の
傾
向
に
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
戦
後
設
置
さ
れ
る
碑
は

「
畜
魂
碑
」
よ
り
も
「
獣
魂
碑
」
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
く
が
、
そ
の
こ

と
は
次
稿
に
お
い
て
詳
し
く
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、
も
と
も
と
筆
者
は
日
本
時
代
の
碑
の
「
残
存
」
に
着
目
し
て
研
究

を
始
め
た
の
で
あ
る
が
、
新
聞
等
で
設
置
さ
れ
た
記
事
を
調
べ
る
と
、
戦
後
所

在
不
明
に
な
っ
て
い
る
碑
も
多
い
。
ま
た
戦
後
一
旦
破
壊
さ
れ
た
り
放
置
さ
れ

た
り
し
て
い
た
も
の
が
、
あ
る
時
点
で
再
発
見
さ
れ
、
祭
拝
が
復
活
し
た
も
の

も
存
在
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
「
残
存
」
の
側
面
ば
か

り
を
強
調
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。
ま
た
最
近
に
な
っ
て
祭
祀
が
復

活
す
る
例
が
み
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
詳
し
く
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
新
聞
記
事

を
み
る
と
、
台
湾
各
地
で
動
物
慰
霊
祭
が
か
な
り
広
範
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。
各
地
の
屠
畜
場
で
獣
畜
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
ほ
か
、
血
清
製

造
所
に
よ
る
牛
畜
招
魂
祭
・
犠
牲
動
物
慰
霊
祭
、
台
北
円
山
動
物
園
の
慰
霊
祭
、

さ
ら
に
は
官
民
双
方
に
よ
る
軍
用
動
物
慰
霊
祭
の
記
事
が
見
い
だ
せ
る
。
し
か

し
こ
う
し
た
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
る
一
方
で
、
台
湾
に
は
道
教
寺
院
等
で
の
供
犠

の
文
化
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
動
物
に
対
す
る
様
々
な
考
え
方
が
、
ど

の
よ
う
に
接
触
し
て
人
々
の
動
物
観
を
形
作
っ
た
の
か
を
、
社
会
環
境
の
変
化

を
踏
ま
え
な
が
ら
問
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
関
連
し
て
、
以
上
紹
介
し
た
碑

の
う
ち
、
寺
廟
内
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
に
も
着
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
動
物
慰
霊
と
い
う
も
の
が
、
台
湾
の
既
存
の
宗
教
体
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系
の
な
か
に
入
り
に
く
い
周
縁
的
要
素
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
う
し
た
周
縁
的
な
も
の
で
あ
り
、
台
湾
社
会
の
何
か

で
代
替
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
日
本
由
来
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

社
会
に
定
着
し
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
宗
教
の
関
連
で
い
え
ば
、
戦
前

の
祭
祀
は
神
道
式
と
仏
教
式
と
に
二
分
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
後
に
ま
で
祭
拝
が

続
い
て
い
る
碑
に
つ
い
て
は
、
多
く
が
農
暦
七
月
中
元
普
渡
の
儀
式
を
中
核
的

祭
典
と
し
、
道
教
を
基
軸
と
す
る
民
間
信
仰
の
形
式
に
則
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

次
稿
で
扱
う
戦
後
新
た
に
設
置
さ
れ
た
碑
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

も
と
も
と
日
本
統
治
時
代
に
淵
源
を
有
す
る
と
い
っ
て
も
、
現
在
の
祀
ら
れ
方

は
台
湾
の
民
間
信
仰
の
形
に
の
っ
と
っ
て
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
つ
ま
り
「
残
存
」
の
一
言
で
片
づ
け
ら
れ
な
い
、
日
本
統
治
時
代
の
慣
習

の
戦
後
へ
の
接
続
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
点
は
、
次
稿
で
予
定
し
て
い
る
、
戦
後
あ
ら
た
に
設
置
さ
れ
た
動
物
慰
霊
碑

の
情
報
整
備
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
考
察
の
材
料
を
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

注

（
1
）　

松
崎
憲
三
『
現
代
供
養
論
考　

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
動
植
物
の
慰
霊
』（
慶
友
社
、
二
〇

〇
四
年
）、
依
田
賢
太
郎
『
ど
う
ぶ
つ
の
お
墓
を
な
ぜ
つ
く
る
か
│
ペ
ッ
ト
埋
葬
の
源

流
・
動
物
塚
』（
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
高
木
大
祐
『
動
植
物
供
養
と
現
世
利

益
の
信
仰
論
』（
慶
友
社
、
二
〇
一
四
年
）、
長
野
浩
典
『
生
類
供
養
と
日
本
人
』（
弦

書
房
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。

（
2
）　

本
稿
に
か
か
わ
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
依
田
賢
太
郎
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
動
物

慰
霊
碑
を
め
ぐ
る
文
化
」
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
先
行
研
究
と
い
え
る
も
の
だ
が
、
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
事
例
が
少
な
い
上
に
、「
台
湾
に
は
台
湾
人
が
自
ら
建
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る
動
物
慰
霊
碑
の
よ
う
な
も
の
は
み
ら
れ
な
い
」
と
い
う
全
く
の
事
実
誤
認
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
十
分
な
調
査
の
う
え
で
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
と
は
い
い
が
た
い
。

（
3
）　

以
下
註
に
『
台
日
』
と
あ
る
の
は
『
台
湾
日
日
新
報
』
の
略
で
あ
り
、
特
に
注
記
の

な
い
場
合
は
日
本
語
版
で
あ
る
（『
台
湾
新
民
報
』
も
同
様
）。
ま
た
本
文
中
の
掲
載
写

真
は
特
に
註
記
の
な
い
場
合
、
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）　

片
倉
佳
史
『
台
湾
に
生
き
て
い
る
「
日
本
」』（
祥
伝
社
、
二
〇
〇
九
年
）
九
六
〜
九

七
頁
。

（
5
）　
『
台
日
』
一
九
四
〇
年
二
月
一
一
日
夕
刊
。

（
6
）　

許
哲
豪
「
忠
魂
碑
、
畜
魂
碑
」（『
木
新
社
区
報
│
第
九
期
第
五
版
郷
土
教
育
』、
木

新
社
区
発
展
協
会
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
）。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
人
々
の
生
活
の
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
るH

ow
ard Rusk Long T

he People of M
ushan, Life in a 

T
aiw

anese V
illage, U

niversity O
f M

issouri Press, 1960

に
は
台
座
に
載
っ
た

状
態
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
碑
に
つ
い
て
、
仏
教
徒
の
理
想
と
現
実

と
の
妥
協
の
産
物
で
あ
り
、
殺
さ
れ
た
ブ
タ
の
魂
を
な
だ
め
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
と

書
か
れ
て
い
る
。

（
7
）　
『
台
日
』
一
九
〇
一
年
二
月
一
六
日
漢
文
版
。

（
8
）　
『
台
日
』
一
九
〇
九
年
四
月
八
日
。

（
9
）　
『
台
日
』
一
九
二
四
年
八
月
三
〇
日
。

（
10
）　

劉
剣
寒
『
台
北
市
街
路
史
』（
台
北
市
文
献
委
員
会
、
一
九
八
五
年
）。

（
11
）　
『
台
日
』
一
九
三
〇
年
八
月
一
六
日
。

（
12
）　
『
台
日
』
一
九
三
一
年
六
月
一
一
日
夕
刊
漢
文
版
。

（
13
）　
『
台
日
』
一
九
三
二
年
五
月
二
四
日
漢
文
版
。

（
14
）　
『
台
日
』
一
九
三
一
年
九
月
二
四
日
夕
刊
漢
文
版
。

（
15
）　
『
台
日
』
一
九
三
一
年
一
二
月
二
四
日
漢
文
版
。

（
16
）　
『
台
日
』
一
九
三
六
年
九
月
一
五
日
。

（
17
）　

宜
蘭
県
史
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
宜
蘭
人
文
知
識
数
位
資
料
庫
」
で
、
一
九
八
〇
年

代
に
屠
畜
場
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
残
っ
て
い
た
碑
と
土
台
の
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
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る
。

（
18
）　
『
台
日
』
一
九
三
三
年
九
月
二
四
日
漢
文
版
。

（
19
）　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
台
中
市
文
化
資
産
」
よ
り
引
用
。http://w

w
w
.tchac.taichung.

gov.tw
/m

onum
ents/D

etails.aspx?Parser=99,5,34,,,,243

（
二
〇
一
六
年
九
月
一

六
日
閲
覧
）。

（
20
）　
『
台
日
』
一
九
三
二
年
六
月
二
三
日
。

（
21
）　
『
台
日
』
一
九
三
二
年
六
月
二
五
日
。

（
22
）　
『
台
日
』
一
九
三
二
年
六
月
二
六
日
漢
文
版
。

（
23
）　
『
台
日
』
一
九
四
一
年
一
一
月
九
日
。

（
24
）　

彰
化
県
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
記
事
「
祭
拝
屠
宰
場
亡
魂 

彰
化
永
靖
設
獣
魂
碑
」

http://w
w
w
.cna.com

.tw
/Proj_County/001/cht_new

s/200908010091.aspx?

page=260

（
二
〇
一
六
年
九
月
一
六
日
閲
覧
）。

（
25
）　
『
台
日
』
一
九
二
九
年
九
月
二
五
日
夕
刊
漢
文
版
。

（
26
）　
『
台
日
』
一
九
三
一
年
四
月
一
九
日
漢
文
版
。

（
27
）　
『
聯
合
報
』
二
〇
一
三
年
三
月
三
一
日
報
道
。

（
28
）　

国
立
中
正
大
学
成
人
及
継
続
教
育
学
系
『
嘉
義
市
西
区
推
拡
宣
伝
工
作
計
画
正
式
報

告
書
』（
二
〇
〇
三
年
、
国
立
中
正
大
学
）

（
29
）　
『
台
日
』
一
九
三
二
年
九
月
一
九
日
漢
文
版
。

（
30
）　
『
台
日
』
一
九
三
三
年
七
月
四
日
。

（
31
）　
『
台
日
』
一
九
三
三
年
八
月
一
日
漢
文
版
。

（
32
）　
『
台
日
』
一
九
三
六
年
五
月
二
日
。

（
33
）　

ブ
ロ
グ
「
朴
子
郡
＠
生
活
圏
」
記
事
「
生
命
教
育
的
場
域
│
豬

獸
魂
碑
」http://

puzilpay.blogspot.jp/2015/04/blog-post_57.htm
l

（
二
〇
一
六
年
九
月
一
六
日
閲

覧
）。

（
34
）　

社
団
法
人
嘉
義
県
郷
村
永
続
発
展
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
記
事
「
豬

走
入
歷
史
」

http://cceda2010.blogspot.jp/2010/12/blog-post_1607.htm
l

（
二
〇
一
六
年
九

月
一
六
日
閲
覧
）。

（
35
）　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
恒
春
数
位
機
械
中
心
」http://ptdoc09.aew

eb.com
.tw

/article-

detail.asp?item
=12&

doc_id=15515

の
記
述
に
よ
る
（
二
〇
一
六
年
九
月
一
六
日

閲
覧
）。

（
36
）　
『
畜
試
所
訊
』
三
〇
二
（
行
政
院
農
業
委
員
会
畜
産
試
験
所
、
二
〇
一
五
年
九
月
）。

（
37
）　
『
台
日
』
一
九
二
四
年
一
〇
月
一
五
日
。

（
38
）　

現
地
説
明
板
に
よ
る
。

（
39
）　
『
台
日
』
一
九
三
〇
年
一
〇
月
一
一
日
。

（
40
）　

現
地
説
明
版
に
よ
る
。
な
お
こ
の
獣
魂
碑
の
現
在
の
祭
祀
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究

し
た
も
の
と
し
て
、
呉
金
柱
「
台
湾
肉
品
市
場
為
牲
畜
超
渡
儀
式
之
研
究
│
以
澎
湖
縣

為
例
」（
仏
光
大
学
宗
教
学
系
碩
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。
た
だ
し
日
本
統

治
時
代
に
関
す
る
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

（
41
）　
『
台
日
』
一
九
三
三
年
一
〇
月
八
日
。『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
三
年
一
一
月
二
五
日
。

（
42
）　
『
台
日
』
一
九
三
五
年
一
二
月
一
〇
日
。

（
43
）　
『
台
日
』
一
九
三
五
年
五
月
一
六
日
。

（
44
）　
『
台
日
』
一
九
三
二
年
九
月
一
八
日
夕
刊
漢
文
版
。

（
45
）　
『
台
日
』
一
九
四
九
年
九
月
一
九
日
。

（
46
）　
『
台
日
』
一
九
三
三
年
一
〇
月
一
八
日
夕
刊
漢
文
版
。

（
47
）　
『
台
日
』
一
九
三
三
年
一
〇
月
二
〇
日
漢
文
版
。

（
48
）　
『
台
日
』
一
九
二
五
年
一
二
月
二
五
日
。

（
49
）　
『
台
日
』
一
九
三
二
年
九
月
四
日
夕
刊
漢
文
版
。

（
50
）　
『
台
日
』
一
九
三
八
年
七
月
一
八
日
。

（
51
）　
『
台
日
』
一
九
四
〇
年
五
月
二
八
日
。

（
52
）　
『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
三
年
九
月
八
日
。『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
三
年
九
月
一
〇

日
漢
文
版
。

（
53
）　
『
台
日
』
一
九
三
二
年
四
月
八
日
お
よ
び
同
日
夕
刊
漢
文
版
。

（
54
）　
『
台
日
』
一
九
三
五
年
三
月
二
一
日
。

（
55
）　
『
台
日
』
一
九
三
八
年
四
月
二
二
日
。

（
56
）　

北
港
文
化
工
作
室Facebook

ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.facebook.com

/Peikang

V
C/

）
二
〇
一
三
年
五
月
一
三
日
お
よ
び
同
年
五
月
二
一
日
の
記
事
に
よ
る
（
二
〇
一



日
本
統
治
時
代
台
湾
の
動
物
慰
霊
碑

（373）624

六
年
九
月
一
六
日
閲
覧
）。
霊
感
宮
に
つ
い
て
は
次
稿
で
紹
介
予
定
。

（
57
）　

北
港
文
化
工
作
室Facebook

ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。https://w

w
w
.facebook.

com
/PeikangV

C/photos/a.251286128273539.57578.248483245220494/47582

6202486196/

（
二
〇
一
六
年
九
月
一
九
日
閲
覧
）。

（
58
）　

北
港
文
化
工
作
室Facebook

ペ
ー
ジ
二
〇
一
三
年
五
月
二
一
日
投
稿
記
事
よ
り
引

用
。

（
59
）　
『
台
日
』
同
年
七
月
二
六
日
夕
刊
漢
文
版
。

（
60
）　
『
台
日
』
一
九
三
八
年
四
月
一
八
日
。

（
61
）　
『
台
日
』
一
九
三
九
年
一
月
二
八
日
。

（
62
）　
『
台
日
』
一
九
二
四
年
四
月
三
〇
日
。

（
63
）　
『
台
日
』
一
九
二
三
年
七
月
一
八
日
。

（
64
）　
『
台
日
』
一
九
二
三
年
八
月
三
一
日
。

（
65
）　
『
台
日
』
一
九
二
三
年
一
二
月
四
日
。

（
66
）　
『
台
日
』
一
九
二
六
年
三
月
八
日
。

（
67
）　
『
台
日
』
一
九
三
九
年
一
〇
月
六
日
。

（
68
）　

江
武
昌
氏
投
稿
記
事
よ
り
引
用
。https://w

w
w
.facebook.com

/cw
c54301/

posts/675132905848744

（
二
〇
一
六
年
九
月
一
九
日
閲
覧
）。

（
69
）　
『
台
日
』
一
九
二
九
年
一
二
月
一
四
日
。

（
70
）　
『
台
日
』
一
九
四
三
年
五
月
九
日
。

（
71
）　
『
台
日
』
一
九
四
三
年
一
二
月
五
日
。

（
72
）　
『
台
日
』
一
九
三
四
年
二
月
一
六
日
漢
文
版
。


